
いのちとくらしの先進都市広報広報

ほこたほこた
20082008（平成20年）（平成20年） 月号 月号 vol.39vol.391212

今
月
の
内
容

　

は
じ
ま
り
は
、ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
…
。

　

11
月
17
日
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
障
が
い
を
も
っ
た

方
の
自
立
を
支
援
す
る
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ス
マ

イ
ル
ハ
ウ
ス
」
と
「
の
ぞ
み
」
の
利
用
者
が
茨
城
県
民
文

化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
「
第
58
回
茨
城
県

社
会
福
祉
大
会
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
ラ
イ

ブ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
大
舞
台
に
立
つ
ま
で
に
は
、
数
々
の
ド
ラ
マ
が
あ

り
ま
し
た
。
障
が
い
を
も
っ
た
方
た
ち
に
と
っ
て
、
人
前

に
出
る
こ
と
は
大
変
勇
気
が
い
る
こ
と
で
す
。
人
に
接
す

る
こ
と
に
不
安
や
恐
怖
を
抱
き
が
ち
で
、「
失
敗
し
た
ら
ど

う
し
よ
う
。」
と
い
う
気
持
ち
が
付
き
ま
と
う
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
彼
ら
は
そ
の
壁
を
見
事
に
乗
り
越
え
ス
テ
ー
ジ

に
立
っ
た
の
で
す
。

　

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
と
音
楽
と
の
出
会
い
は
、
保
健
所
の

デ
イ
ケ
ア
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
。「
利
用
者
さ
ん
は
、
歌
に
興
味
が
あ
る
ん
だ
。」

と
同
施
設
の
指
導
員
が
気
づ
き
、
徐
々
に
歌
を
取
り
入
れ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
利
用
者
た
ち
の
間
で
も
「
自

分
た
ち
で
歌
を
歌
っ
て
み
よ
う
。」
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

生
バ
ン
ド
演
奏
へ
の
挑
戦
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
バ
ン
ド

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
は
、
水
戸
工
業
高
校
の
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド

部
顧
問
の
沼
田
隆
政
先
生
（
鉾
田
市
在
住
）
が
携
わ
ら
れ
、

「
障
が
い
者
だ
か
ら
と
い
っ
て
妥
協
し
て
は
、
彼
ら
に
失
礼

だ
。」
と
、「
練
習
は
真
剣
に
、
そ
し
て
、
本
番
は
楽
し
く
。」

を
モ
ッ
ト
ー
に
利
用
者
た
ち
を
導
き
ま
し
た
。
ド
ラ
ム
を

叩
く
の
に
も
、
い
く
つ
も
あ
る
太
鼓
の
う
ち
、
２
つ
ほ
ど

し
か
使
え
な
か
っ
た
利
用
者
が
、
特
訓
の
末
、
全
て
を
使

い
こ
な
す
ま
で
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
で
は
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る

「
の
ぞ
み
」
と
の
共
演
。
平
成
16
年
に
鉾
田
町
社
会
福
祉
大

会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
「
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
へ
出

演
依
頼
が
あ
っ
た
の
を
機
に
、「
の
ぞ
み
」
と
の
共
演
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
っ

て
も
「
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
は
精
神
障
が
い
者
で
、「
の
ぞ
み
」

は
知
的
・
身
体
障
が
い
者
と
い
う
接
点
が
な
い
状
況
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。「
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」
は
既
に
舞
台

経
験
は
あ
る
も
の
の
、
ど
う
し
て
も
緊
張
し
て
顔
が
こ
わ

ば
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、「
の
ぞ
み
」
の
利

用
者
た
ち
は
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
も
明
る
く
元
気
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
互
い
に
支
え
合
う
関
係
と
な
っ
て
行
き
ま
し

た
。
他
の
市
の
関
係
者
か
ら
、「
３
障
が
い
者
が
一
緒
に
活

動
す
る
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
壁
が
あ
る
の
に
鉾
田
は
そ
れ

を
見
事
に
乗
り
越
え
て
い
る
。
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス
指
導

員
の
沼
田
妙
佳
さ
ん
に
よ
る
と
、「
他
の
障
が
い
を
知
る
こ

と
で
、自
分
た
ち
の
障
が
い
が
分
か
る
ん
で
す
。
今
ま
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
が
い
者
を
つ
な
げ
る
ツ
ー
ル
が
な
か
っ
た

ん
で
す
。
し
か
し
、音
楽
に
よ
り
、言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、

心
を
通
じ
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

茨
城
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ラ
イ
ブ
が

終
わ
っ
て
も
な
り
止
ま
ぬ
拍
手
と
歓
声
。
来
場
者
た
ち
は

惜
し
み
な
い
拍
手
を
彼
ら
に
贈
り
続
け
ま
し
た
。

　

施
設
の
利
用
者
た
ち
が
身
に
つ
け
た
「
勇
気
」
と
「
自

信
」
は
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
今
年
も
ま
た
ク
リ
ス
マ
ス
が
や
っ
て
き
ま

す
。
こ
の
素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち

が
受
け
取
れ
た
な
ら
な
ん
と
素
敵
な
こ
と
で
し
ょ
う
。

12 お知らせ・各種日程

■年末年始業務カレンダー
　・ゴミ収集カレンダー
■市民と市長の朝市トーク日程
■休日診療・健康カレンダー
■心配ごと相談　ほか

10―11 行政からのお知らせ２

■農業委員会委員選挙人名簿
■工業統計調査にご協力を
■人権週間
■神鉾美術展覧会作品募集
■無料相談　ほか

6―9 まちの話題

■旭・鉾田・大洋商工会合併契約調印式
■文化祭開催
■ JA、学校給食へコシヒカリ寄贈
■こむこむ　ほこた
■SPORTS　ほか

2―5 行政からのお知らせ１

■鉾田市マスコットキャラクター
■12/21クリーン作戦
■地域福祉懇談会開催
■高齢者福祉に関するアンケート結果概要
■徴収強化のお知らせ　ほか

今回参加した利用者と施設職員（県民文化センターステージにて）メッセージライブでは「あきらめないで」（右上）など３曲を熱唱

（
ナ
イ
ス
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
障
害
者
の
文
化
祭
〜
応
援
ソ
ン
グ
）

「
あ
き
ら
め
な
い
で
」

 

作
詞　

ス
マ
イ
ル
ハ
ウ
ス

 

作
曲　

沼
田　

隆
政　
　

　

あ
な
た
の
大
事
な
夢

　

あ
な
た
の
輝
く
未
来

　

前
へ
と
進
ん
で
行
こ
う

　

い
つ
で
も
見
つ
め
て
い
る
よ

　

は
じ
め
て
も
い
な
い
の
に

　

悩
む
こ
と
は
な
い

　

信
じ
よ
う
負
け
な
い
で

　

そ
れ
が
生
き
る
こ
と

　

あ
き
ら
め
な
い
で
心
を
開
こ
う

　

答
え
は
必
ず
あ
る　

ホ
ラ

　

そ
ば
に
い
て
く
れ
る
仲
間
が
い
る
か
ら　

　

そ
の
手
を
空
に
向
か
っ
て

 

（
２
番
省
略
）
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鉾
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
７
月
か
ら
８
月
中
旬
に
か
け
て
募
集
し
、
市
内

か
ら
１
０
８
点
、
県
内
42
点
、
県
外
56
点
の
計
２
０
６

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
次
の
作
品
が
、
グ
ラ
ン
プ
リ
、

準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
選
定
さ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
作
品
を

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

　

９
月
22
日(

月
）
鉾
田
市

役
所
に
て
「
鉾
田
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

選
考
会
は
、
鬼
沢
市
長
、

石
﨑
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
、
各
種
団
体
の
代
表
者
及

び
各
高
校
・
中
学
校
か
ら
１

名
ず
つ
選
出
さ
れ
た
生
徒
代

表
な
ど
が
委
員
と
な
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

第
１
次
審
査
か
ら
第
３
次
審
査
ま
で
は
委
員
の
投

票
形
式
で
、
最
終
審
査
は
委
員
の
協
議
に
よ
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
終
審
査
に
は
、
８
作
品
が
選
出
さ
れ
、

難
航
の
す
え
グ
ラ
ン
プ
リ
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
に
は
、
霞
ヶ
浦
の
七
色
帆
引
き
船
、
茨
城
空
港

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
手
が
け
た
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー

㈱
藤
代
範
雄
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
代
表
の
藤
代
範
雄
氏
も

応
援
に
駆
け
付
け
、
選
考
の
視
点
に
つ
い
て
や
ア
ド
バ

イ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
と
な
っ
た
生
徒
た
ち

は
、
真
剣
な
表
情
で
藤
代
氏
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を
傾

け
、
独
自
の
感
性
に
従
い
自
分
た
ち
の
意
見
を
述
べ
、

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

決
定
す
る
と
い
う

重
責
を
見
事
に
果

た
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
〜
30
日

の
「
鉾
田
う
ま
か
っ

ぺ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ

21
」
で
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
者
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
鉾
田
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作

成
は
、
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
事
業
の
一
事
業
と
し

て
、
鉾
田
市
、
鉾
田
市
産
地
ブ
ラ
ン
ド
ア
ッ
プ
振
興
協

議
会
、
観
光
協
会
等
が
連
携
し
、
鉾
田
ブ
ラ
ン
ド
は
も

と
よ
り
、
鉾
田
市
全
体
を
よ
り
強
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
次
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
キ
ー
ワ
ー
ド
を

設
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
作
品
に
つ
い
て
、
現
在
商
標
登
録

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
議
会
事
務
局
☎
３
３

－

２
１
１
１

 

（
内
線
）
１
３
１
１

問
鉾
田
市
議
会
定
例
会
の
お
知
ら
せ

市
の
動
静　
（
11
月
）

１　

秋
季
都
市
緑
化
祭

　
　

落
語
鑑
賞
会

４　

市
民
と
市
長
の
朝
市
ト
ー
ク　

５　

鉾
田
市
旭
・
鉾
田
・
大
洋
商
工
会
合
併

　
　

契
約
調
印
式

６　

鉾
田
市
議
会
臨
時
会　

13　

全
国
都
市
公
園
整
備
促
進
大
会

14　

市
町
村
負
担
金
審
議
会
委
員
会

　
　

茨
城
空
港
関
連
道
路
整
備
促
進
協
議
会

　
　

県
要
望
活
動

17　

鉾
田
地
区
被
害
者
支
援
協
議
会
総
会

18　

鉾
田
市
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
委

　
　

嘱
状
交
付
式

19　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
管
理
者
会

20　

鉾
田
市
社
会
福
祉
大
会

　
　

鉾
田
市
交
通
安
全
対
策
協
議
会

21　

茨
城
県
中
央
食
肉
公
社
臨
時
株
主
総
会

　
　

及
び
取
締
役
会

26　

東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
潮
来
〜
鉾
田
間
建
設

　
　

促
進
期
成
同
盟
会
中
央
要
望

　
　

鉾
田
市
美
術
展
覧
会
（
30
日
ま
で
）

27　

区
長
会
役
員
と
市
執
行
部
と
の
意
見
交
換
会

　
　

区
長
会
役
員
と
市
議
会
と
の
意
見
交
換
会

28　

冬
の
交
通
安
全
運
動
ル
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合
議

　
　

会
定
例
会

　
　

鹿
行
広
域
事
務
組
合
議
会
11
月
定
例
会

29　

う
ま
か
っ
ぺ
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
21
（
30
日
ま
で
）

◆
開
会　

12
月
２
日
（
火
）
10
時
か
ら

　

鉾
田
市
役
所　

３
階　

市
議
会
議
場

　
【
日
程
】

　

12
月
２
日
（
火
）
本
会
議
（
初
日
）

　

　

４
日
（
木
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

　

５
日
（
金
）
本
会
議
（
一
般
質
問
）

　

　

８
日
（
月
）
委
員
会

　

　

９
日
（
火
）
委
員
会

　

　

10
日
（
水
）
委
員
会

　

　

12
日
（
金
）
本
会
議
（
最
終
日
）

　

※
日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
傍

聴
を
す
る
方
は
お
問
合
せ
の
う
え
お
い
で
く
だ
さ
い
。

鉾
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
！

鉾
田
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定
！

順
位

住
所

氏
名 

（
敬
称
略
）

グ
ラ
ン
プ
リ

東
京
都
文
京
区

井
口　

や
す
ひ
さ

準
グ
ラ
ン
プ
リ

新
潟
県
上
越
市

金
津　

博

大
阪
府
大
阪
市

塩
﨑　

ア
ユ
ミ

井口やすひさ さんの作品

グランプリ金
津
博
さ
ん
の
作
品

塩
﨑
ア
ユ
ミ
さ
ん
の
作
品

準グランプリ

準グランプリ

コ
ン
セ
プ
ト

　

鹿
島
灘
に
流
れ
つ
き
、
自
然
を
大
切
に

し
、
農
業
を
名
誉
に
思
い
、
み
ん
な
に
喜
び

を
ふ
り
ま
き
、
鉾
田
市
の
ど
こ
か
の
山
に
住

ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
、
明
る
く
親
し
み
を

感
じ
、
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
若
者
た
ち
に

関
心
を
抱
か
せ
る
ち
ょ
っ
と
奇
妙
な
、
な
ぞ

の
生
き
物
（
人
物
）
？

緑み
ど
り　

　

縁
ゆ
か
り　

　

絆
き
ず
な　

　

農の
う　

　

食
し
ょ
く

水み
ず　

　

風か
ぜ　

　

波な
み　

　

未み

来ら
い　

挑
ち
ょ
う
せ
ん戦

出で

会あ
い

い　

子こ

供ど
も

た
ち　
　

宝
た
か
ら
も
の物　

　

夢ゆ
め

キ
ー
ワ
ー
ド

平成21年１月平成21年１月
キャラクター愛称募集予定！キャラクター愛称募集予定！
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よ
り
良
い
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
内
全
域

の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

12
／
21
環
境
美
化
推
進
運
動
事
業

 

（
ク
リ
ー
ン
作
戦
）

市
役
所　

生
活
環
境
課
☎
３
３

－

２
１
１
１

（
内
線
）
１
１
３
１
〜
１
１
３
４

問■
実
施
時
期

　
　

平
成
20
年
12
月
21
日
（
日
）

■
内
容

　
　

道
路
沿
い
な
ど
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
の
撤
去

■
場
所

　
　

市
内
全
域

■
ご
み
の
搬
入
場
所
・
時
間

　

◇
鉾
田
・
大
洋
地
区
：
鉾
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
８
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

　

◇
旭
地
区
：
大
洗
・
鉾
田
・
水
戸
環
境
組
合

　
　
　
　
　
　
（
８
時
30
分
〜
11
時
）

■
雨
天
等
の
場
合

　
　

中
止
の
際
は
、
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
雨
決
行
）

　

市
で
は
、国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に「
脳
ド
ッ

ク
健
診
」
を
希
望
す
る
方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

■
助
成
対
象
者

（
次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
方
）

● 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
74

歳
の
方
（
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
を
除
く
）

● 

申
込
時
に
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
い
方

● 

過
去
２
ヵ
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
健
診
事
業
の
助
成

を
受
け
て
い
な
い
方

※
助
成
対
象
は
１
世
帯
１
名
の
み

■
助
成
の
額
等

■
健
診
内
容

《
一
般
脳
ド
ッ
ク
健
診
》（
特
定
検
査
項
目
含
む
）

　

特
定
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方

《
簡
易
脳
ド
ッ
ク
》

　

特
定
健
康
診
査
を
受
け
た
方

■
指
定
健
診
機
関

　

 

鉾
田
市
で
指
定
す
る
健
康
診
断
機
関
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
注
意
点
〉

◆
助
成
を
受
け
る
場
合
に
は
、
必
ず
市
役
所
保
険

年
金
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
、「
脳
ド
ッ
ク
健
診

承
認
決
定
通
知
書
」
の
交
付
を
受
け
て
か
ら
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

市
役
所　

保
険
年
金
課　

☎
３
３

－

２
１
１
１

　
　
　
　
　
（
内
線
）
１
１
２
３
・
１
１
２
４

問

脳
ド
ッ
ク
の
種
類

助
成
額

一
般
脳
ド
ッ
ク
健
診

１
５
，
０
０
０
円

簡
易
脳
ド
ッ
ク
健
診

１
０
，
０
０
０
円

　

私
た
ち
の
周
り
に
は
、「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
」や「
障

が
い
者
の
方
」、「
子
育
て
中
の
方
」
な
ど
災
害
発
生
時
な

ど
に
は
、
何
ら
か
の
助
け
を
必
要
と
す
る
方
が
い
ま
す
。

　

市
で
は
、だ
れ
も
が
「
住
み
や
す
い
地
域
福
祉
社
会
」

を
実
現
す
る
た
め
『
鉾
田
市
地
域
福
祉
計
画
』
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
生

活
上
の
課
題
（
困
っ
て
い
る
こ
と
）
な
ど
を
具
体
的
に

話
し
合
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
、「
住
民
」

「
地
域
」「
行
政
」
そ
れ
ぞ
れ
「
何
が
出
来
る
の
か
」
を
、

一
緒
に
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

※
事
前
申
込
み
不
要
、
ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す

「
地
域
福
祉
懇
談
会
」

市
役
所　

社
会
福
祉
課　

☎
３
３

－

２
１
１
１

（
内
線
）
１
５
６
３

問
開
催
日

場
所

12
月
８
日（
月
）
ふ
る
里
見
聞
館

（
大
洋
総
合
支
所
敷
地
内
）

12
月
10
日（
水
）
旭
公
民
館（
１
階
会
議
室
）

12
月
12
日（
金
）
鉾
田
中
央
公
民
館（
２
階
集
会
室
）

脳
ド
ッ
ク
健
診
に
係
る

　

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

■
相
談
対
応
者

　

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
消
費
生
活
相
談
員

■
事
前
予
約
制
：
締
切
日
12
／
５（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

※
開
催
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

「
多
重
債
務
者
向
け
無
料
法
律
相
談
会
」

茨
城
県
生
活
環
境
部
生
活
文
化
課

　

☎
０
２
９

－

３
０
１

－

２
８
２
９

問
・
申込開

催
日

場
所

12
月
16
日
（
火
）
茨
城
県
土
浦
合
同
庁
舎
会
議
室

12
月
17
日
（
水
）
茨
城
県
筑
西
合
同
庁
舎
会
議
室

12
月
18
日
（
木
）
茨
城
県
鉾
田
合
同
庁
舎
会
議
室

12
月
19
日
（
金
）
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
会
議
室

12
月
21
日
（
日
）
茨
城
県
水
戸
合
同
庁
舎
会
議
室

主
な
犯
行
の
手
口

● 

ブ
レ
ー
カ
ー
調
査
な
ど
の
名
目
で
家
に
上
が

り
込
み
、
隙
を
み
て
金
品
を
盗
む

● 

事
前
の
お
知
ら
せ
も
な
く
訪
問
し
、
漏
電
調

査
な
ど
の
名
目
で
器
具
の
修
理
や
取
り
替
え

を
行
い
、
多
額
の
請
求
を
す
る

● 

集
金
員
を
装
い
、「
電
気
ご
使
用
量
の
お
知

ら
せ
（
検
針
票
）」
を
使
っ
て
、
電
気
料
金

を
支
払
う
よ
う
要
求
す
る

● 

電
気
料
金
の
削
減
が
で
き
る
こ
と
を
う
た
い

文
句
に
節
電
機
器
の
売
り
込
み
を
す
る

● 

指
定
口
座
に
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
要
求
す
る

（
い
わ
ゆ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」）　

な
ど

※
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
に
は
、
東
京
電
力
茨
城
茨
城

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
１
２
０

－－

９
９
５

９
９
５

－－

３
３
２
）

３
３
２
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
電
力
職
員
な
ど
を
装
っ
た

詐
欺
・
窃
盗
事
件

詐
欺
・
窃
盗
事
件
に
ご
注
意

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
メ
ッ
セ
ー
ジ

「
交
通
死
亡
事
故
抑
止
に
向
け
て
」

　

本
県
の
交
通
死
亡
事
故
の
状
況
を
み
ま
す
と
、

昨
年
は
百
七
十
八
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

四
十
八
年
ぶ
り
に
百
人
台
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
年
は
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
、

死
者
数
も
昨
年
を
大
幅
に
上
回
る
な
ど
、
極
め
て

憂
慮
す
べ
き
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
は
、
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
み

な
ら
ず
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
悲
劇
を
も

た
ら
す
も
の
で
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
県

民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
交
通

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
思
い
や
り

と
譲
り
合
い
の
気
持
ち
を
持
っ
て
交
通
安
全
に
心

が
け
た
行
動
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

交
通
死
亡
事
故
の
根
絶
に
向
け
て
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
努
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
七
日

茨
城
県
交
通
対
策
協
議
会
長

茨
城
県
知
事　
　

橋
本　

昌
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高齢者福祉計画・介護保険事業計画策定に伴う
アンケート調査結果の概要をお知らせします　高齢化が急速に進む中で、高齢者を取り巻く環境は

一段と変化しています。その中でも介護者自身の高齢
化やひとり暮らしの高齢者世帯の増加など、家族によ
る介護力が一層低下しているのが現状です。
　このような状況において、高齢者のニーズを的確に
とらえるため高齢者福祉に関するアンケート調査を行
いました。
　この調査の結果を踏まえ、現在策定を進めている高
齢者福祉計画及び第４期介護保険事業計画に反映さ
せ、本市の特性に応じた高齢者施策を推進していきた
いと考えています。
　今回は、アンケート調査結果の一部について掲載し
ます。詳細につきましては、介護保険課窓口（鉾田保
健センター内）でご覧いただけます。

　　　　　　　平成 20 年６月 30 日～７月 14 日
　　　　　　　市内に住民登録をされていて、次の要件に該当する方
　　　　　　　● 40歳から 64 歳までの方（無作為抽出）500 人
　　　　　　　●在宅で要介護認定を受けている方（全員）1,222 人
　　　　　　　●介護保険施設に入所している方（全員）428 人

　　　　　　　51.3％
　※グラフ中の数値は、回答者（ｎと表示）を 100％として計算した比率です。
　　また、複数回答の場合には、合計が 100％を超えることがあります。

　　 市役所　介護保険課　 33-2111（内線）1575

調査期間

対　　象

回収率

今後、もしあなたご自身の介護が必要となった場合、どのよ
うにしたいとお考えですか。（調査対象：40～ 64 歳の方）Q

0% 25% 50% 75% 100%

12.8 37.2 10.6 20.4 7.5 4.0

0.93.13.5

家族などを中心にできる限り自宅で介護を受けたい

有料老人ホーム等に移り、介護を受けたい
介護保険制度のサービス対象となる介護老人福祉
施設（特別養護老人ホーム）、老人保健施設、療養
型医療施設※などに入所したい。
その他
無回答

介護保険制度のサービスや保険福祉サービスを活
用しながらできる限り自宅で介護を受けたい
軽費老人ホームのような低所得者に配慮した住宅
に移り、介護を受けたい
病院に入院したい
わからない

40～64歳
ｎ=226人

※療養型医療施設とは、長期間にわたり療養が必要な方を対象とした介護体制の整った医療施設（病院）のことです。

介護保険料と介護保険サービスについて、どのように思われ
ますか。（調査対象：施設入所者及び在宅要介護認定者）Q

0%

12.3 19.2 48.8 17.4 2.3

18.1 18.8 46.0 13.1 4.0

25% 50% 75% 100%

0% 25% 50% 75% 100%

施設入所者
n=219人

在宅要介護
認定者
n=657人

介護保険サービスを多少おさえても、介護保険料
が低いほうがよい
標準的な介護保険サービスが利用できればよい
無回答

介護保険料が多少高くても、介護保険サービスが
充実しているほうがよい
わからない

あなたは、現在、心配ごとや悩みごとはありますか。
（調査対象：施設入所者）＜複数回答＞Q介護保険サービスを利用した満足度についてお聞かせください。

（調査対象：在宅要介護認定者）Q

満足　　　　どちらかというと満足　　　　どちらかというと不満　　　　不満　　　　無回答

0% 25% 50% 75% 100%

42.0 44.6 5.9 6.8

0.7
在宅要介護
認定者
n=547人

0% 25% 50% 75% 100% 0% 25% 50% 75% 100%

42.5
（93人）

23.3
（51人）

11.4
（25人）

29.7
（65人）

5.0
（11人）

3.2
（7人）

23.7
（52人）

6.4
（14人）

施設入所者
ｎ=219人

自分の健康のこと

家族の健康のこと

家族に先立たれた
後の生活のこと

生活費など経済的
なこと

趣昧や生きがいが
ないこと

特に心配事や悩み
ごとはない

無回答

その他

介護を行う上で困っていることについて教えてください。
（調査対象：在宅要介護認定者の介護者）＜複数回答＞Q

8.1
（53人） 3.8

（25人）

31.7
（208人）

16.1
（106人）

20.9
（137人）

7.0
（46人）

16.4
（108人） 5.3

（35人）
1.8

（12人）

11.6
（76人）

41.9
（275人）

在宅要介護
認定者
ｎ=657人

0%

25%

50%

75%

100%

無
回
答

特
に
な
い

そ
の
他

高
齢
者
本
人
の
状
態
が
不
安

定
の
た
め
、サ
ー
ビ
ス
を
キ
ャ
ン

セ
ル
す
る
こ
と
が
多
い

介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め

の
時
間
が
取
れ
な
い

早
朝
・
夜
間
・
深
夜
な
ど
の
突

発
的
な
対
応
が
大
変
で
あ
る

介
護
に
要
す
る
費
用
が
か
か
り

す
ぎ
る

心
身
の
負
担
が
大
き
い

家
族
や
近
隣
の
方
な
ど
の
理

解
が
足
り
な
い

本
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
が
ら
な
い

介
護
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い

今後、高齢者施策で特に力をいれていくべきものはどれだと
思いますか。（調査対象：在宅要介護認定者）＜複数回答＞Q

17.0
（112人）

28.8
（189人）

52.4
（344人）

31.8
（209人）

29.8
（196人） 25.7（169人）

0%

25%

50%

75%

100%

8.4
（55人）

9.1
（60人）

28.9
（190人）

32.9
（216人）

0.8
（5人）

18.7
（123人）

在宅要介護
認定者
ｎ=657人

無
回
答

そ
の
他

日
常
生
活
に
つ
い
て
困
っ
た
と

き
の
相
談
窓
口
の
充
実

高
齢
者
等
の
外
出
や
移
動
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

等
へ
の
支
援

生
き
が
い
活
動
や
就
労
の
支
援

安
心
で
き
て
、住
み
や
す
い
住

ま
い
の
確
保

認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
へ

の
支
援

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

在
宅
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
の
推
進

利
用
者
の
権
利
・
利
益
の
保
護

問
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『
徴
収
強
化
の
お
知
ら
せ
』

鉾
田
市
は
、
市
税
等
の
滞
納
者
に
対
す
る

徴
収
強
化
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す

市
役
所　

収
納
課　

☎
3
3
―
2
1
1
1

（
内
線
）
１
１
７
３
〜
１
１
７
５

問
税
金
を
滞
納
す
る
と
・
・
・

　

 　

市
税
等
（
市
県
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険

税
・
介
護
保
険
料
な
ど
）
が
納
期
限

を
過
ぎ
て
も
納
税
さ
れ
な
い
場
合

は
、
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
財

産
を
差
押
え
、
公
売
や
取
立
に
よ
っ

て
強
制
的
に
滞
納
し
て
い
る
税
金
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

延
滞
金
の
加
算

　

 　

法
律
に
よ
り
、
期
限
を
過
ぎ
て
か

ら
の
納
付
は
、
年
１
４
．
６
％
の
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

差
押
の
対
象
と
な
る
財
産

　

 　

預
貯
金
や
不
動
産
、
給
与
、
生
命

保
険
、
自
動
車
の
ほ
か
、
売
掛
金
や

動
産
な
ど
（
時
計
、
美
術
品
、
バ
イ

ク
な
ど
）、
一
部
の
禁
止
財
産
を
除

い
た
全
て
の
財
産
が
差
押
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

滞
納
処
分
（
差
押
・
公
売
）
の
流
れ

 

滞
納
は
、
納
期
限
内

に
納
税
を
さ
れ
て
い
る

方
々
に
不
公
平
感
を
抱

か
さ
せ
る
ば
か
り
か
、

市
の
財
政
を
圧
迫
し
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

引
き
起
こ
す
最
大
の
要

因
と
な
り
ま
す
。

　

鉾
田
市
は
安
定
し
た

市
民
生
活
を
守
る
た
め
、

滞
納
の
根
絶
を
目
指
し

徴
収
強
化
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
民
皆
さ
ん
の
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
督
促
・
催
告

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
督
促
状

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
で
も
納
税
が
な
い
場
合
に
は

文
書
等
に
よ
り
早
期
納
税
の
催
告
が
な
さ
れ
ま
す
。

▼
財
産
調
査

　

金
融
機
関
や
勤
務
先
、
取
引
先
な
ど
に
対
し
財
産
調

査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
地
方
税
法
が

例
と
す
る
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
、
個
人
情

報
保
護
法
の
適
用
は
受
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
自
宅
や
事

務
所
を
捜
索
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
財
産
差
押

　

督
促
状
が
発
送
さ
れ
た
後
に
、
一
定
期
間
経
過
し
て

も
完
納
さ
れ
な
い
場
合
に
は
財
産
差
押
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

▼
公
売
・
換
価

　

差
押
え
ら
れ
た
不
動
産
等
は
公
売
さ
れ
、
預
貯
金
や

給
与
な
ど
の
金
銭
債
権
は
取
立
が
行
わ
れ
、
滞
納
税
金

に
充
て
ら
れ
ま
す
。

差押の一つの手段として「タイヤロック」を
導入し、自動車等の差押も行っています。

放
置
し
な
い
で
早
め
に
相
談
を

　

 　

納
税
困
難
と
客
観
的
に
認
め
う
る
特
殊
な
事
情

が
あ
る
場
合
で
も
、
相
談
が
な
い
と
状
況
が
把
握

で
き
ず
、
差
押
な
ど
に
至
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
事
情
で
納
期
限
内
に
納
税
で
き
な

い
場
合
は
、早
め
に
収
納
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
で
お
困
り
の
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

差
押
の
状
況

　

 　

差
押
や
公
売
は
、
滞
納
期
間
や
滞
納
額
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
一
部
納
付
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
方
で
も
、
滞
納
が
あ
る
限
り
差

押
処
分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

平成 20年度の差押状況
（10 月末現在）

区分 差押件数

不動産 50件

自動車 32件

預貯金 213件

その他
債権等 9件

合計 304件

※ 

右
表
に
は
「
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
」
に
よ
る
差
押
は
、
件
数
に

含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

公
売
の
状
況

　

 　

昨
年
度
か
ら
鉾
田
市
・
行
方
市
合
同
に
よ
る
公
売

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
11
月
に
実
施
し

３
月
に
も
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

売却区分 公売物件
最高価
申込額
（落札額）

鉾
田
市

20-1 土地 入札者
なし

20-2 土地 54
万円

20-3 土地 54
万円

行
方
市

8-6 土地・
建物

410
万円

8-9 土地 46
万円

8-10 土地 80
万円

※ 

売
却
区
分
番
号
２
０ｰ

１
は
、
後
日
、
再
公
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



広報ほこた H20.12

2008.12 6

　　― 鉾田市鉾田商工会・鉾田市旭商工会・鉾田市大洋商工会 ―合併契約調印式　～地域経済の担い手結集、さらなる飛躍へ～
　11月５日、市内のホテルで鉾田市３商
工会合併調印式が挙行されました。調印式
は、鬼沢市長を立会人として、渡邉喜一郎
会長（鉾田）、平沼政義会長（旭）、倉川陽
好会長（大洋）が契約書に署名し握手が交
わされました。
　３商工会は、平成21年４月１日に合併
し新たな歴史を刻み始めます。

祭～
年はさらにグレードアップ！
ァーマーズマーケット・なだろうで
た。当日は、名物の“イチゴもち”
料で振る舞われました。イチゴもち
つきあげられたうっすらピンクに染
この汁がかけられたもの。食べると
がり小豆の甘さと相まって絶妙の味
族づれ客たちは、大喜びで鉾田の味
した。

・かしまなだコシヒカリ寄贈～
大きくなあれ！
まなだから市内の小中学校の給食用
リ８俵が寄贈されました。11月５
は、木村和利かしまなだ理事長、飯
事から児童代表として参加した鉾田
に手渡されました。児童たちは、緊
一番大好きです。」と満面の笑みを
っていました。

　　～潤いを与え、元気をもたらし、心豊かに暮らせる社会を創造します～
文化・芸術の祭典、旭地区・鉾田地区・大洋地区文化祭開催！

　10月31日から11月９日にかけて、旭地区・
鉾田地区・大洋地区文化祭が各公民館等で開催
されました。各文化祭では、芸術作品の展示、
芸能発表などが行われ、市民の心に潤いと感動
をもたらしました。
　また、11月１日には、旭公民館で「落語鑑
賞会」も開催され、桂米助さん、林家錦平さ
ん、林家しゅう平さんらによる落語が披露さ
れ、観客たちは、楽しいひとときを過ごして
いました。

合、豚肉無償提供～
しい豚肉召し上がれ !!
生産量を誇る本市の鉾田市養豚組合
希望のあった市内小学校13校に対し、
合わせて豚肉の無償提供が行われま
どもたちに鉾田市は豚肉の一大産地
命をいただいているんだということを
」と今回の目的を語ってくれました。

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

まちの
話題

来賓と合併協議会委員

小フェスティバルでの目録贈呈の様子）
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　　～鉾田小園芸委員会・鉾田市民会議鉾田地区協議会～街中をお花でいっぱいに！
　11月12日、鉾田小園芸委員会の児童と青少年育成鉾田
市民会議鉾田地区協議会の役員が「花いっぱい運動」の一
環でプランターの花植えかえ作業を行いました。新しくパ
ンジーが植えられたプランターは、市役所、公民館、図書館、
郵便局、駅、警察署などの官公署や学区内の18区長さん・
子どもを守る110番の家々に配られました。

　　～なだろう感謝祭～イチゴもち、今年はさ
　11月22・23日、ファー
感謝祭が開催されました。
や“けんちん汁”が無料で
は、本物の苺を入れてつき
まったお餅に、おしるこの
口の中に苺の香りが広がり
を醸し出しました。家族づ
覚に舌鼓を打っていました

　　～鉾田市小中学校児童生徒音楽発表会～音楽って素晴らしい！
　11月６日、旭中学校体育館で、市内小中学校の音楽会
が行われました。音楽会は今年２回目で、吹奏楽団などを
持っている小学校と中学校は毎年参加し、それ以外の小学
校は隔年ごとに参加をしています。今年は、小学校12校、
中学校４校が参加しました。児童生徒たちは、日頃の練習
の成果を遺憾なく発揮し、素晴らしい歌声や演奏が奏でら
れ、見る者の心に感動と潤いを与えました。

　　～鉾田農業高校文化祭「緑苑祭」開催～魅力ある開かれた学校へ！
　11月16日、鉾田農業高校で毎年恒例の文化祭「緑苑祭」
が開催されました。生徒たちが育てた野菜や花などの生産
物、メロンパンなどの加工品の販売をはじめ、各種模擬店、
作品展、ステージでのアトラクションなどが行われました。
当日は、あいにくの雨空でしたが、長蛇の列ができるほど
の賑わいで、特にシクラメンの即売では１人でいくつもの
鉢を買い求める方もいて大盛況となりました。

　　～JA茨城旭村・かしっかり食べて大きく
　JA茨城旭村・かしまなだ
として地元産コシヒカリ８
日に行われた贈呈式では、
島行雄茨城旭村専務理事か
小６年の給食委員６名に手
張しながらも「お米が一番
浮かべてお米を受けとって

　　～鉾田市養豚組合、地産地消、美味しい豚
　豚肉、全国第３位の生産
（松嶋一組合長）から、希望
秋の収穫祭等の行事に合わ
した。松嶋会長は、「子ども
であることや、食事は命をい
知ってもらいたいです。」と今

　　～巴第一小学校～本物の舞台芸術体験事業
　11月10日、巴第一小学校で文化庁
事業の「本物の舞台芸術体験事業」
の一つ、民族芸能を舞台化して上演
している「荒馬座」による公演が行われました。児童たちも
参加し太鼓をたたき、迫力いっぱいの舞台となりました。

　　～新宮小学校の児童７人～国民文化祭・現代詩大会で見事入賞！
　11月３日、大洗文化センターで行われた国民文化祭・
文芸祭「現代詩」大会で新宮小の児童５人が入賞、２人が
入選を果たしました。全国２位となる国民文化祭実行委員
会会長賞を受賞するなど数々の賞を受賞し、１校のなかか
ら７人も受賞者を出すという快挙を成し遂げました。
▼（上位成績順）国民文化祭実行委員会会長賞：林佑夏（４年）さん、第
23回国民文化祭大洗町実行委員会会長賞：小林麗奈（３年）さん、日本
現代詩会会長賞：海老澤春奈（６年）さん、茨城文化団体連合会長賞：下
河邊晋（４年）くん、茨城文芸協会会長賞：石田直之（６年）くん、入選：
池嶋美暁（２年）さん・井川優佳（５年）さん

　　～鉾田幼稚園児、笑顔で市民に訴え～ポイ捨てしないでネ！
　11月５日、鉾田幼稚園児たちが「マナーアップ運動」
の一環で市役所、福祉事務所、鉾田中央公民館、図書館前
で訪れた市民にポイ捨て防止を訴え、チラシと手作りのし
おりを配布しました。園児たちのほほえましい姿に、急い
でいる方たちも思わずニッコリと表情をくずし、立ち止まっ
て園児たちからのメッセージを受け取っていました。

（写真：11/ ７　旭北小フェ
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鉾小まつり～ひょっとこ踊りコンテスト～

365日間、この日が来るのを待っていたぁ～！365日間、この日が来るのを待っていたぁ～！
　11月３日、鉾田小グランドで同小PTA、同学区生涯学習推進会議、
市民会議鉾田地区協議会、同学区子ども会育成会、同小学校の５者主
催による「鉾小まつり」が行われました。この催しは、お祭りのない
地区の子どもたちにもお祭りを体験させてあげようと昭和62年から
毎年開催されています。ひょっとこ踊りコンテストをメインに餅つき
や昔の遊び体験などが行われ、児童も父兄もまつりに燃えた一日とな
りました。

第４回鉾田市民音学祭

本格的！プロさながらに！本格的！プロさながらに！
　11月16日、大洋公民館で、鉾田市民音楽祭が開催されました。13
組とゲスト１組が参加し、ギターや尺八の独奏から28人で構成され
た合唱団まで様々なメンバーの登場となりました。当日は、雨模様な
がら大勢の方が来場しました。ジャンルを問わないこの音楽祭は、伝
統的な日本の楽器である尺八、琴、三味線の音色と、高校生や社会人
によるバンド演奏など一度に様々な音楽を楽しむことができました。
また、入念なリハーサルや楽曲に合わせて変化させる照明など、本格
的な音楽祭となりました。

当間学区生涯学習推進会議

とうまふれあいまつり2008とうまふれあいまつり2008
　10月26日、ほっとパーク広場で、当間学区生涯学習推進会議（新
堀俊一郎会長）主催による「とうまふれあいまつり」が開催されまし
た。パークゴルフ大会、風船遊び、地区対抗の綱引きやお年寄り対子
どもたちの玉入れ大会など地域ならではの温もりを感じる祭りとなり
ました。また、当間小学校の児童たちによる EM菌を使用した手作
りの石鹸なども販売され、地域と学校が一体となって、お祭りを盛り
上げました。

青柳学区生涯学習フェア歩け歩け大会

健康と食の祭典開催健康と食の祭典開催
　10月26日、青柳小学校をメイン会場として同学区生涯学習推進会
議（中村英男会長）主催による第４回歩け歩け大会が行われました。
とっぷさんてインストラクターによる健康体操の後スタートし、緑の
木々を眺めながら自分のペースで歩ける３キロと５キロのコースに分
かれ、おしゃべりしながらの温かい交流となりました。女性会による
すいとんや、バーベキューなども行われ子どもからお年寄りまでが秋
の一日を楽しみました。

～鉾田市大洋商工会～

第３回産業祭「たいよう祭り」開催！第３回産業祭「たいよう祭り」開催！
　11月３日、大洋中学校で鉾田市大洋商工会（倉川陽好会長）主催
の第３回産業祭「たいよう祭り」が行われました。大洋中吹奏楽部に
よるオープニングに始まり、フォークソングコンサート、スペシャル
ライブ、○×クイズ、豪華賞品付きもちまきなどが行われました。ア
イスの詰め放題や商工会青年部の模擬店、各団体による出店なども軒
を並べ大勢の家族連れで賑わいました。

第３回鉾田ひょっとこ大会

  お祭り大好き、踊り大好き大集合。お祭り大好き、踊り大好き大集合。
　11月23日、市役所駐車場で「第３回鉾田ひょっとこ大会」が同実
行委員会（岡里剛治委員長）主催により行われました。幼児の部、小
学低学年の部、中学年の部、高学年の部、大人の部の５部門に分かれ
て約170名が参加し踊りの腕前を競いあいました。岡里実行委員長は、
挨拶の中で「私たちは、お祭りが大好きです。子供が大好きです！鉾
田が大好きです！！子どもの踊りにはパワーがあります。その子ども
のパワーが私たち大人の力になります。」と述べ「青少年育成」と「地
域の活性化」につながる大会となりました。

祭りのフィナーレを飾ったもちまきの様子

リハーサルの様子
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第21回鉾田杯
ソフトテニス大会

　11月２日、鉾田総合公園と鉾田二高を会場に、第21回鉾田杯ソフ
トテニス大会が行われました。浅野重治大会委員長は、「ソフトテニ
スの個人戦は２人１組で行われます。味方を活かすボールを打つこと
が大切です。鉾田から全国レベルの選手も育っています。今後も大会
等を通して後進の育成に努めたいです。」と語ってくれました。

大会結果（敬称略）
一般男子
優勝　横田・高野
一般女子
優勝　白鳥・内野
成年男子
優勝　今泉・内山
成年女子
優勝　佐藤・東峰
シニア 45
優勝　鬼澤・泉

鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会
グランドゴルフ大会

　11月11日、鉾田総合公園で鹿行地域高齢者はつらつ百人委員会に
よるグランドゴルフ交流大会が開催されました。当日は、秋も深まり
肌寒い日となりましたが、125名の参加者たちは元気いっぱいプレー
を楽しんでいました。

大会結果（敬称略）
優勝　　理埼 なか
準優勝　橋本 次男
３位　　小沼 誠
最高齢参加賞
男性　　仲島 椿吉
女性　　加納 マサ

鹿行地区身体障害者
スポーツ大会優勝

　11月16日、潮来一中体育館で、鹿行地区身体障害者スポーツ大会
が行われ、鉾田市身体障害者福祉協議会が優勝しました。紅白玉入れ
や、円の周りに各チーム５名が立ち、同時に瓶めがけて輪を投げ、入っ
た数を競う「WAになって投げよう」など団体種目４つで競い合いま
した。また、借り物競争などの個人種目も行われました。

～駅伝競走大会～
旭中、関東大会出場決定！

　11月 12 日、笠松運動公園で、茨城県中学校駅伝競走大会が行わ
れ、男子の部で旭中が４位鉾田南中が５位入賞しました。４位の旭
中は 12月７日に山梨県で行われる関東大会出場の切符も手にしまし
た。11月 21 日に旭中生徒が教育委員会を訪れ、出場報告とそれぞ
れが関東大会への抱負を述べました。

のぞみ収穫祭

のぞみ米でおにぎり握りましたのぞみ米でおにぎり握りました
　11月６日、のぞみ収穫祭が行われました。のぞみとスマイルハウ
スの利用者と父母、ボランティアなど約70名が参加しました。収穫
祭は今年で８回目を迎え、９月に刈り取った稲は、昨年同様８俵超え
の490kg でした。利用者達は、朝から収穫祭の準備を進め、スマイ
ルハウスのネギを使用した豚汁や皆で握った梅干し入りのおにぎりな
どをいただきました。「お米が８俵取れて、とてもうれしく、そして
皆さんと一緒に作業できたことが、楽しかったです。」と収穫を喜ぶ
利用者の感想発表もありました。

青少年育成鉾田市民会議グリーンロード清掃

鉾田一高・二高運動部生徒も参加鉾田一高・二高運動部生徒も参加
　11月９日、青少年育成鉾田市民会議によるグリーンロード清掃が
行われました。この清掃活動は春と冬に実施していて、今回は、学生
も通学で多く利用していることから、鉾田一・二高生も参加して行わ
れました。約60名の参加者らは、１時間程の作業で落ち葉に覆われ
ていた道を見違えるほど綺麗にしました。樹木に覆われていることか
ら、夕方の暗い時間帯の通学は、控えているとのことでしたが、朝の
通学では気持ちのよいものになるでしょう。集められた落ち葉等は、
２トントラック１台分になりました。

HOKOTA
Community & Communication
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申込締切　12/19（金）
日時　　２/７（土）　９：00～ 15：00
場所　　鉾田市立旭公民館
対象　　市内の小学生と保護者（先着順20組）
参加費　１人200円【当日持参】
内容　　お菓子作りと小物作り他
申込先　 本所・各所へ来所又は電話にて申し込

みください
鉾田市社会福祉協議会本所☎32－5831

旭支所☎37－3571　　　
大洋支所☎34－5200　　　

　問　鉾田市社会福祉協議会旭支所　☎37－3571

親子ふれあい事業

中小・小規模企業を
全力をあげて応援します
問　関東経済産業局

産業部中小企業課　☎048－ 600－ 0334
　　 　中小企業金融課　☎048－ 600－ 0425

資金繰り支援に万全を期します！

◇◇緊急保証の対象企業を
618業種に拡大しました◇◇

　・ 緊急保証制度は、信用保証協会の100％保
証です。責任共有制度の適用はありません。

　・ 対象業種の方は、一般保証８千万円に加え
て、別枠で８千万円（担保がある方は、一
般保証２億円に加えて、別枠で２億円）ま
での保証を利用できます。

※対象業種については、下記ホームページ
http://www.chusho.meti.go.jp でご確認く
ださい。

◇◇セーフティーネット貸付は、
業種を問わず利用可能です◇◇

　・ 全業種の方が、４億８千万円（中小企業の
方）、４千８百万円（小規模企業の方）ま
で利用できます。

　・ 特に業況の厳しい方に対する金利の引き下
げも行う予定です。

　・ 特別貸付は、（株）日本政策金融公庫や沖
縄振興開発金融公庫に加え、（株）商工組
合中央金庫でも行う予定です。

精神保健福祉相談（予約制）
日時　毎月第３水曜日　13：00～ 15：00
場所　鉾田保健所
対象者　 精神症状に関する相談を希望する本

人または家族等
実施者　精神科の専門医師
問　鉾田保健所精神保健担当☎33－2158

税理士による税務相談（予約制）
日時　12/17（水）・１/21（水）
　　　13：30～ 16：30
場所　鹿嶋市まちづくり市民センター
問　関東信越税理士会潮来支部
　　☎0299－84－1611

法テラス
法的トラブルを抱えて困った時に、最適な相
談窓口や解決に役立つ法制度に関する情報を
お知らせいたします。
　　　☎　0570－078374
開設時間　月～金　９：00～ 21：00
　　　　　土は17：00まで
問　法テラス茨城☎050－3383－5390

問合せ先については各相談欄をご覧下さい。

無料相談

申込締切12/25（木）
展覧会　２/３（火）～８（日）
場所　　神栖市民体育館
作品規格

※ガラスを使用した作品の出品は不可
応募資格　鉾田・神栖市在住、出身、在勤者
　　　　　※中学生以下を除く
出品手数料　2,000円
（出品は１人１作品、会員・会友は3,000円）
申込先　
・鉾田市教育委員会生涯学習課（旭総合支所内）
・鉾田中央公民館
・大洋公民館
　※ 作品の搬入は平成21年１月下旬

問　教育委員会生涯学習課（旭総合支所内）
☎37－4341

第 23回
神鉾美術展覧会作品募集

絵画
の部

10号～ 50号
（日本画、洋画、版画、デザイン）

書の部 半切２分の１以上、
小画箋紙（70cm×140cm）以内

写真
の部

四つ切以上、
150cm×100cm以内

問　鹿行はつらつ百人委員会スポーツ部
佐藤栄　☎35－1148

グランドゴルフ交流大会

申込期間　12/20（土）～１/20（火）
日時　２/17（火）受付８：30～
会場　神栖市海浜運動公園（多目的広場）
定員　先着280名
参加費　１人200円（保険料を含む）
申込方法　官製はがきに、参加希望者の
　　　　　氏名（ふりがな）、年齢、住所、
　　　　　 電話番号を記入の上、下記申込先へ

送付。
　　　　　（１枚で５名まで申込可）
申込先　〒311－1721
　　　　行方市両宿410　
　　　　　　　佐藤栄　宛

申込締切　12/25（木）
とき　１/25（日）
場所　舟宿　三河屋（東京）
　　　　　　　「東京湾散策」屋形船
定員　40人（定員超えの場合抽選）
費用　4,000 円
参加対象者
　 鉾田市在住で療育手帳・身体障害者手帳・精
神保健福祉手帳のいずれかをお持ちの方とそ
の介護者

　問　鉾田市社会福祉協議会旭支所　☎37－3571

鉾田市社会福祉協議会ふれあい事業

アントラーズスポーツボランティア
新規スタッフ募集！

問　アントラーズスポーツボランティア事務局　杉澤
☎080－ 6537－ 6800（火～金　9：00～ 15：00）

応募資格
　 18歳以上（高校生は除く）
　 2009年３月～ 12月までのホームゲームで
４回以上活動できる方
活動内容
　 入場者カウント、座席
誘導ほか
申込方法
　 申込用紙に必要事項を記入し、下記へ郵送ま
たは直接持参
申込先　〒314－0021
　　　　鹿嶋市粟生東山2887
　　　　（株）鹿島アントラーズＦＣ内　
　　　　「 アントラーズスポーツボランティア

事務局」
※申込用紙はアントラーズクラブハウス、鉾田
市役所企画課及び下記ホームページから取得で
きます。

　　2009年シーズンチケット販売開始！
　　詳しくは、お問合せ下さい。
ファンクラブ事務局☎0299－82－5555
http://www.so-net.ne.jp/antlers/

新春講演会（無料）
問　鉾田・鹿島・潮来地区電信電話ユーザ協会
☎0299－ 85－ 2894　　FAX 0299－ 83－ 4057

http://www.ibaraki.jtua.or.jp

申込締切　12/26（金）
日時　１/18（日）　13：30～ 15：10
場所　レイクエコー
定員　308名
講師　古賀稔彦（柔道家）
テーマ　「人生の教科書」
申込方法　 ＦＡＸ、往復はがき、

又はメール
　　　　　 （郵便番号、住所、氏名、参加人数、

電話番号、ＦＡＸ番号を明記）
※ユーザ協会会員優先
〒 314－0031　鹿嶋市宮中1959－3鹿嶋ビル3F
ユーザ協会新春講演会事務局

　近年、歯周病が全身の健康をおびやかす疾患
であることが明らかになってきました。鉾田市
では全身の疾患予防の観点からも歯や口腔の健
康が非常に大切であるとして、下記のとおり講
演会を実施します。
日時　12/10（水）　13：30～ 15：00
場所　鉾田保健センター
講演　①生活習慣病と歯周病
　　　　　柳沢歯科医院　歯科医師
　　　　　　　　　　　　 柳沢秀樹先生
　　　②健康のための歯と口のお手入れ
　　　　　茨城県歯科医師会　歯科衛生士
　　　　　　　　　　　　 藤田かおり先生
申込方法　電話又は、直接市役所増進課へ申込

「めざせ！みんなで血液サラサラ」
メタボリックシンドローム予防食の試食もあり
ます！

　問　市役所健康増進課☎33－3691

健康づくり講演会

出願期間　１/13（火）～17（土）
募集人員　40名
受験資格　中学校卒業以上（見込含）
受験料　　10,000 円
入試　　　１/21（水）
試験科目　数学・国語・作文・面接

　　問　鹿島准看護学院☎0299－ 82－ 7278

鹿島准看護学院生徒募集
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invite募集します

問　市役所企画課☎33－2111（内線1301）

製造事業所の皆様へ
統計調査にご協力ください

　平成20年工業統計調査を12月31日現在で行
います。調査の実施に当たっては、本年12月
から来年１月にかけて調査員がお伺いします。
なお、調査票に記入していただいた内容につい
ては、統計法に基づき秘密が厳守されますので、
正確なご記入をお願いします。

経済産業省・茨城県経済産業省・茨城県

　青色申告決算書の作成方法や作成に当たって
の注意点などについて、次のとおり説明会を開
催します。
日時　12/10（水）13：30～
場所　鉾田中央公民館

問　潮来税務署個人課税第一部門　☎0299－ 66－ 6931

青色申告決算等説明会

問　ハローワーク常陸鹿嶋　学卒係　キシ
☎0299－ 83－ 2318

日時　12/ ５（金）13：00～ 15：30
場所　鹿嶋市立カシマスポーツセンター
　　　　　　　　　　（メインアリーナ）
【持参する物】
筆記用具と高卒用指定履歴書（複数）

平成21年３月高校卒業者就職面接会

問　市役所生活環境課　☎33－2111（内線1131）

野焼きは禁止されています

　ごみ等を燃やすと悪臭や煙による近隣住民と
のトラブルだけでなく、ダイオキシン類などの
有害物質を発生させ、人の健康への影響が心配
されています。
　また、これからの季節は火災の原因になるこ
とも考えられます。
　ドラム缶による焼却や少量の廃ビニールの焼
却であっても野焼きに当たりますので、決して
行わないで下さい。
　ごみは定められた処理方法で適正に処理しま
しょう。

　1948 年（昭和 23 年）12 月 10 日、国連
総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し、
毎年 12 月 10 日は「人権デー（Human　
Rights　Day）」と定められました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権
デーを最終日とする 12月４日から 10日まで
を「人権週間」として各種の人権啓発活動を行っ
ています。
　一人一人はみな違いますが、人権はすべての
人に平等に保障されています。しかし、自分の
人権を主張するだけでは、他の人の人権を侵害
することもあります。
　人権週間に当たり、人権は、自分と同じよう
に他の人にもあることを考え、お互いに相手の
立場を考え、豊かな人間関係をつくりましょう。
水戸地方法務局・茨城県人権擁護委員連合会

12月４日から10日までは人権週間です

「教育ローン」と「利子補給制度」
問　中央労働金庫石岡支店　☎0299－ 23－ 7557
　　茨城県勤労者育英基金　☎029－ 231－ 0235

【ろうきんの教育ローン】
融資額　最高500万円
　　　　（労金の会員の方は1,000万円まで）
　　　　一括融資または分割融資
返済期間　最長10年
　　　　　※ 別途、元金据置期間として最長５

年可
金利　平成20年10月１日　現在
　　　1.9％～ 2.4％（固定金利・特別金利）

　　　保証料・・・個人負担　
保証　茨城県労働者信用基金協会の保証

【育英基金の利子補給制度】
　茨城県勤労者育英基金とは、勤労者の教育費
の負担軽減を目的に、茨城県・市町村・中央労
働金庫が出資をしてつくられた公益法人です。
　在学中（最長４年以内）お子様一人あたり
100万円（一世帯300万円）までの融資に対し、
年１％の利子補給を受けることができます。
対象： 茨城県内居住者または県内の事業所に勤

務している方

問・申込　鉾田市社会福祉協議会本所☎32－5831
市役所子ども家庭課☎33－2111（内線1572）

鉾田市子育て支援講演会

申込締切　１２/２６（金）
　乳幼児期のかかわり方の大切さをはじめ、子
どもの発達段階における困った行動事例への対
処についても具体的事例を挙げて講演いただき
ます。
日時　１/31（土）　10：00～ 12：00
会場　 鉾田中央公民館
内容　「子どもの発達段階に応じたかかわり方」
　　　　（社）いはらき思春期保健協会
　　　　　　カウンセラー　井川　三千子先生
対象者　・子育て中の方
　　　　 ・ 鉾田市子育てサポートセンター会

員及び子育て支援に興味のある方
定員　 　150名（先着順）
申込　　電話又は、来所にて申込△

動く子どもの城「移動児童館」同時開催！
　遊びの指導員が昔遊び（けん玉等）や工作体
験を行います。
　対　象　３歳～小学校低学年
　　※０歳児からの託児室も用意しています。

オーケストラがやってきた！
　日時　12/14（日）　13：30開演
　場所　鉾田中央公民館
　出演　ズブロッカ交響楽団
　　　　　コンサートミストレス：川又くみこ
　　　　　ヴァイオリンソロ：川又明日香
　　　　　歌と司会：鎌形由貴乃
　内容　
　　第１部　
　　クリスマスソング /親しみのあるクラシック
　　　　 ビバルディの四季より「春」・威風堂々   

など
　　第２部　
　　指揮者体験コーナー「運命」
　　　　手作り楽器でオーケストラに参加しよう
　　　　　　　　　♪おもちゃのシンフォニー
　　　　いま、旬のあの曲を！（篤姫 /ポニョ）

問　青少年育成鉾田市民会議　☎33－5542（夜間不在）

親子教室モデル地区事業 10周年記念
親子で楽しむクリスマスコンサート（無料）

問　市役所農業委員会☎33－2111
（内線1251・1252）

農業委員会からのお知らせ

受付相談日
　12/ ８（月）９（火）
　　大洋市民センター ９：00～ 12：00
　　旭市民センター　13：00～ 16：00
内容 　 農業委員会に関する各種申請書の受付と

審査

　鉾田駅保存会のイベントの一環として、保
存会が所有する車両内にて、演劇班赤眼鏡
「Railroad　Theater」が演劇公演します。
日時　12/ ６（土）・７（日）　１日２回公演
　　　１回目13：00～ / ２回目16：00～
場所　旧鉾田駅跡地車両内
料金　前売・当日500円※小学生以下無料
　　　（売上の一部は、保存会へ寄付）
　前売は、電話または、メールにて予約し、料
金は、当日払いになります。
内容　 電車を舞台にした、20 ～ 30分の短編

３本を上演

　問　演劇班赤眼鏡代表　新堀☎080－ 3468－ 3753
akamegane_web@yahoo.co.jp

演劇特別公演　～鉾田駅保存会～

　12月に「選挙人名簿登載申請書」を配布し
ますので、下記の要件に該当する方は申請をお
願いします。
〈要　件〉
　鉾田市に住所を有する20歳以上（平成元年
４月１日以前生まれ）で、次の①または②に該
当する方

① 平成21年１月１日現在、10アール以上の農
地につき耕作の業務を営んでいる

② ①の同居の親族、または配偶者で年間60日
以上農業に従事している

〈申請用紙の配布〉
 行政区長を通じて配布します。
◎ 資格を有する方で申請書が届かない場合は、
お問合せください。

※この名簿は「農業委員会等に関する法律」の
規定により、毎年１月１日現在で作成するもの
です。

農業委員会委員選挙人名簿を作成します
問　鉾田市選挙管理委員会事務局

☎33－2111（内線1222・1223）
 　　鉾田市農業委員会事務局

　☎33－2111（内線1251・1252）
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医療機関案内医療機関案内

◆茨城県救急医療情報システム
電　話　案　内（24時間対応） ☎029-241-4199
インターネット　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
携 帯 サ イ ト　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/

◆茨城子ども救急電話相談
毎　日（18：30～22：30） ☎029-254-9900

（短縮ダイヤル　 # 8000）

◆夜間小児救急診療所
毎　日（20：00～23：00） ☎0299-82-3817
※12/30・31、1/1 ～ 3除く

鹿嶋市宮中1998-2　鹿島保健センター内

◆中毒110番
つ　く　ば（9：00～21：00） ☎029-852-9999
大　　　阪（24時間対応） ☎072-727-2499
日本中毒情報センター　http://www.j-poison-ic.or.jp/

「広報ほこた」１月号は１月３日発行です

旭保健センター ☎37－1411　鉾田保健センター ☎33－3691
大洋保健センター ☎39－4866

　　　鉾　田　警　察　署 ☎34－0110
　　　鉾　田　消　防　署 ☎34－0119
　　　旭 　 出 　 張 　 所 ☎34－4119
　　　大　洋　出　張　所 ☎34－5119
火災情報テレホンサービス ☎32－2119
防災無線テレホンサービス ☎34－8770
 ☎34－8771

（一般の問い合わせ）

110
119

SOS!SOS!

SOS!SOS!

■休日診療■

農業用使用済プラスチックなどの収集日程農業用使用済プラスチックなどの収集日程
問　市役所　産業経済課　☎33－2111（内線）1167

旭地区 鉾田地区 大洋地区
9：00～12：00 9：00～12：00 9：00～12：00

塩ビ 12/11（木） ― ―
ポリ １/14（水）12/16（火）12/９（火）
農薬空缶 12/17（水）１/27（火）１/20（火）
※時間が変わりました。ご注意ください。

心配ごと相談心配ごと相談

一般相談（13：00～15：00）
２日前までに予約をお願いします

弁護士相談（10：45～15：00）
予約制

鉾田市社会福祉協議会
　鉾田本所　☎32－5831
　旭支所　　☎37－3571
　大洋支所　☎34－5200

問

旭 鉾田 大洋

12月 11（木）
社協本所

25（木）
大洋公民館

１月 ８（木）
社協旭支所

22（木）
鉾田中央公民館

1 2 月の市立図書館休館日
７・８・１５・２２・２６日

●１／６（火）鉾田市役所
　時間　８：15～９：15

市民と市長の朝市トーク市民と市長の朝市トーク

市役所　総務課 秘書室
　☎33－2111（内線1212）

問

鉾田の花
ヒマワリ

鉾田の木
サクラ

鉾田の鳥
ウグイス

鉾田市民憲章鉾田市民憲章
・ 水と緑ゆたかな自然を誇り、美しい
環境をつくります

・ 思いやりを大切にし、助け合いと感謝
のこころを育みます

・健康で働き、活気ある産業を築きます

・教養を深め、高い文化を培います

・ きまりを守り、安心して暮らせるまち
をつくります

平成19年2月28日制定

■編集・発行■（発行日　H20.12.3）
　鉾田市役所　総務課　秘書室
　　〒311-1592
　　茨城県鉾田市鉾田1444－1
　　 ☎　0291－33－2111
　　FAX 0291－32－4443
　　http://www.city.hokota.lg.jp/

■市人口（H20.11.1現在）
　　総　数　　 5 1 , 9 1 8 人
　　　男　　　 2 6 , 0 4 4 人
　　　女　　　 2 5 , 8 7 4 人
　　世帯数　　 1 6 , 9 3 4 戸

広報ほこた2008（H20）12月号

■健康カレンダー■ （各保健センターで実施）

事業名 場　所（項目） 12月 １月

乳児健診 鉾田 15日(月)
（H20.8生）

21日(水)
（H20.9生）

育児相談

旭 ９日(火) ６日(火)

鉾田 15日(月) 21日(水)

大洋 13日(火)

幼児健康診査

旭 ３歳児健診 ９日(火)
（H17.6～8生） ―

鉾田

１歳半健診 19日(金)
（H19.5生）

23日(金)
（H19.6生）

２歳児
歯科健診

12日(金)
（H18.5生）

９日(金)
（H18.6生）

３歳児健診 16日(火)
（H17.8生）

20日(火)
（H17.9生）

大洋 ３歳児健診 ― 13日(火)
（H17.7～9生）

機能回復訓練
（リハビリ）

旭 3・10（水） 7・14・28（水）
鉾田 4・11・18（木） 8・15・29（木）
大洋 5・12・19（金） 9・16・23（金）

▼精神保健事業 （各保健センターで実施）

事 業 名 場　所（時間） 12月 １月

デイケア 鉾田（9：30～11：30） 5・12・19（金） 9・16・23・30（金）

フリークラブ

 旭 （9：30～11：30） 10・24（水） 14・28（水）

鉾田（9：30～11：30） 3・17（水） 7・21（水）

大洋（9：30～15：00） 8・15・22（月） 5・12・19・26（月）

▼献血の日程
12/26(金) 10：00～16：00 ウイズ

1/20(火)
９：30～11：30 トアック（工業団地）

13：00～16：00
ショッピングガーデン
アクロス

☎ 12月 １月

鉾 田 病 院 32 - 3 3 1 3 2 3・31 ３・25
高 須 病 院 33 - 2 1 3 1 2 1・28 １・11
ハタミ病院 33 - 3 1 5 8 1 4・29 ２・12
北浦整形外科 33 - 2 1 3 6 ７・30 ４・18

　行政相談 ＊毎月第２水曜開催

12/10（水）13：30～15：30　鉾田中央公民館
問　市役所総務課秘書室 ☎33－2111（内線1211）

年末年始年末年始業務カレンダー・業務カレンダー・ゴミゴミ収集カレンダー収集カレンダー
年末年始業務カレンダー ○通常業務を行う日　△業務時間　　　　　 は、閉庁・閉館・休業

施設名 12/25 12/26 12/27 12/28 12/29 12/30 12/31 1/1 1/2 1/3 1/4
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

市役所・各総合支所・保健センター・水道事務所 ○ ○

公民館（旭・鉾田中央・大洋） ○ ○ ○ ○ ○

図書館 ○ ○ ○ ○

総合公園・旭スポーツセンター・くぬぎの森 ○ ○ ○ ○ ○

ともえ荘 ○ ○ ○ △9:00
～14:00

とっぷさんて大洋 ○ ○ ○ ○ △6:00
～12:00 ○ ○ ○

ほっとパーク鉾田 ○ ○ ○ ○ △10:00
～17:00 ○ ○ ○

ごみ収集カレンダー
（旭地区）
大洋・鉾田・水戸環境組合
☎029－267－2898

収集業務 ○ ○ ○ ○

自己搬入 △8:30～16:30 △8:30
～11:30 △8:30～16:00

（鉾田・大洋地区）
鉾田クリーンセンター
☎32－4187

収集業務 ○ ○ ○ ○

自己搬入 △8:00～16:00 △8:30
～16:00

△8:00
～12:00

■固定資産税（３期）■国民健康保険税（６期）
■介護保険料（５期）■後期高齢者医療保険料（６期）

納　期　限
12/25（木）


